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― ３学期始業式講話 ―
新年あけましておめでとうございます。２０

１７年の、そして３学期の始まりです。こうして、

一人の事故もなく、元気に３学期の始業式を

迎えることができたことを、わたしはうれしく

思います。みなさんは楽しい冬休みになった

でしょうか。

お正月に、正則小学校の子から年賀状をい

ただきました。一人の葉書には、「今年は跳び

箱を４段跳べるようになります」と書いてあります。もう一人は、「今年は算数・体育をが

んばります」と書いてあります。目標をかなえられるようがんばってくださいね。

新年の始まりには、この二人のように、「今年は」とか、「今年こそは」という誓いを立

てることがありますね。私も、小学校のときに「持久走大会で５０番以内になる」という誓

いを立てて、冬休みに毎日走った覚えがあります。「寒いなあ」とか、「遊びたいなあ」と

思ったこともありましたが、我慢して毎日走りました。担任の先生がおっしゃった言葉を

今でも覚えています。大会の日、苦しくなってスピードを緩めようと思ったとき、道ばたか

ら「苦しいのは１番の子も同じだぞ。最後までがんばれ。」と声をかけてくださいました。

大きな目標をかなえるために、何かを我慢することの大切さを学んだ気がします。その

結果は、４９番でした。全員で６０人しかいなかったので遅い方ですが、大満足でした。

さて、１年のまとめの３学期の始まりです。やっぱり、「３学期は」とか、「３学期こそ」とい

うめあてが、みなさんにはあることでしょう。「勉強をがんばる」という子もいるでしょ

う。「持久走大会をがんばる」という子もいるでしょう。「あいさつをしっかりする」という

子だっているでしょう。それぞれ、進級や中学校進学に備えて、しっかりとめあてをもっ

て生活していきましょう。

ここで、少しだけ未来の話をします。１月には５年生のドリームマップづくり、３年の昔の

人々の暮らしの出前授業、６年のもの知りジュニア検定、そして、全校児童の持久走大会

があります。２月には、５年生の「弁当の日」を行います。３月には、６年生を送る会と卒業

式があります。まだまだ、ずっと先のように思っていましたが、１年のゴールはすぐそこに

見えています。もっと先、５年後には、１年生は６年生になっていて、正則小学校の最高学

年として学校の中心となっています。６年生はなんと高校２年生になっています。もっと

ずうっと先、約１００年後、２１１２年にはみなさんのよく知っている、あるロボットが誕生しま

す。そう、ドラえもんです。遠い未来のお話ですが、未来は必ずやってきます。１日１日を大

切にして、３か月後、卒業式、修了式には「この１年間

がんばった。次の１年もがんばろう。」と思えるように

してください。

最後に、ひとつだけお願いがあります。２学期終業

式に「あいさつがしっかりできなかった」という子が

いました。３学期は大きな声であいさつができるよ

うがんばりましょう。毎朝、教頭先生と、元気なあい

さつを楽しみにして、出迎えることにします。


